




要約:小児急性白血病の晩期障害を心理検査の面から検討した。治療開始後 3年以上生存の

28 例について、WISC-R、B-G テスト、矢田部ギルフォード、PF スタディ、児童性格検査、

親子関係を検討した。患児は知能検査で表現力に乏しく、動作も緩慢で、要領の悪さが目

立った。性格は自已主張が少なく、消極的、自主性の未熟をみとめた。親子関係では、両

親に溺愛、盲従、沈静さを欠く傾向を初期にみとめたが、年月の経過と共に改善された。 


